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インフルエンザ迅速検査キットの生産計画について
～ 臨床検査薬協会会員１５社の生産計画（集計） ～

（各メーカーへの増産要請の状況）

○ 迅速検査キット（製品）は、有効期間（６～２４ヶ月）が短いことか

ら、製造販売業者としては、複数シーズンに対応するよう造り置くこと

が困難な資材である。

○ 厚生労働省としては、製造販売業者に対し、今シーズンの生産計画を

策定し、引き続き、医療機関への安定供給確保に努めるよう要請。

（平成 21 年 4 月 30 日、5 月 27 日及び 9 月 8 日 事務連絡を発出）

○ 各製造販売業者等においては、流行状況に迅速に対応できるよう、前

年実績を上回る生産及び出荷を行うこととしている。

（今シーズンの生産計画数）

臨床検査薬協会会員１５社 １６製品について

１ 前年生産実績は、約１，３００万検体分 を生産出荷したところ。

２ 平成２１年８月～平成２２年３月までの生産計画数は、

約３，５００万検体分 に増加しており、年内に約２，５００万検体

分を生産出荷予定としている。

※ 各製造販売業者は、増産要請に対して、前年実績の約２．７倍（約

２，２００万検体分）を増産し、出荷する予定としている。

＜参考＞

平成２１年 ８ 月生 産 数 約３５３万検体分

９ 月生 産 数 約５２６万検体分

１０月生産予定数 約５４０万検体分

１１月生産予定数 約５８０万検体分

１２月生産予定数 約５３０万検体分

※ １月以降も昨年実績の約２．５倍の生産を予定している。


